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抄　　　録

　本研究では，運動部活動の効果的指導に関わる要因の相互関係を明らかにするため

に，教員および外部顧問に半構造化インタビューを実施した。その結果，３つのカテ

ゴリーおよびそれに含まれる８個のサブカテゴリー，18 個の概念が生成された。なお，

カテゴリーは，【[A] 短時間練習の工夫】【[B] 教員と外部顧問のやりとり】【[C] 部活

動の質的向上】の３つが示された。また，カテゴリーに示された【[A] 短時間練習の

工夫】を試みることは，【[C] 部活動の質的向上】に関連し，また，部活動の質が向

上することにより，【[B] 教員と外部顧問のやりとり】につながり，その綿密な打ち

合わせは更なる【[A] 短時間練習の工夫】を導きだすという循環があることが明らか

になった。さらに，環境面の課題，練習時間の問題や課題，情報共有のできる人間関

係の構築，生徒の意欲の引き出し，保護者との関係など，生徒の成長を支えるため支

援や環境整備が重要であることが示唆された。

キーワード：中学校，運動部活動，外部顧問，M-GTA，インタビュー

Ⅰ　緒言

　学校の運動部活動は，スポーツに興味・関心のある同好の生徒が参加し，各運動部

の責任者の指導の下，学校教育の一環として行われ，我が国のスポーツ振興を大きく

支えてきた（スポーツ庁，2018）。濃密で長い時間を運動やスポーツを通して，集団
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で生活をともにすることは彼らの身体的発達のみならず，人格形成の上でも多大な影

響を及ぼす（友添，2016.p. ２）ものであり，それ故，学校の教育活動は，子どもの

人格形成を目指して営まれるものである（神谷ほか，2015）。2018（平成 29）年３月

告示された中学校学習指導要領第１章総則において，「生徒の自主的，自発的な参加

により行われる部活動については，スポーツや文化，科学等に親しませ，学習意欲の

向上や責任感，連帯感の涵養等，学校教育が目指す資質・能力の育成に資するもので

あり，学校教育の一環として，教育課程との関連が図られるよう留意すること」（文

部科学省，2018.p.27）と部活動に関する内容が明示された。これは，2008（平成 20）

年の中学校および 2009（平成 21）年の高等学校から引き続きの記載である。すなわち，

学校で行われる運動部活動では，体力や運動能力の向上とともに，生活習慣の構築や

より良い人間関係を構築したりするなど，生徒の成長を担う活動になると言えよう。

　しかしながら，専門的な技術指導ができる教員の不足，顧問教員の加重負担および

手当の確保，異動にともなう顧問の確保の困難といった多くの問題が指摘されている

（友添ほか，2018.p.39）。伝統的に教員が担ってきた部活動であるが，このような現

状を踏まえ，文部科学省（2017）は , 教育活動に係わる技術的な指導に従事する部活

動指導員の導入を決定した。これは，名称および職務等を明らかにすることにより，

部活動の指導体制の充実が図られることが意図されている。

　それでは，教員と外部指導者の関係ではどのような研究がなされてきたのかを挙げ

てみる。青柳ほか（2015）は，事例をもとに外部指導者が前に出過ぎない形で指導す

ることでうまくいくことや顧問が主体と

なった情報共有のできる人間関係の構築

を指摘している。また，長澤ほか（2017）

は，外部指導者は基本的な技術指導だけ

でなく，発達の途中である中学生の将来

を見据えた指導，生徒と積極的なコミュ

ニケーションに気を配り，生徒の意見を

聞いたり理論的な説明を心がけていたこ

となどを明らかにした。的地ほか（2016）

は，競技力志向の部員と娯楽志向の部員

双方への対応力や顧問との連携が積極的

にとれることなどは，外部指導員にとっ

て必要な資質と指摘した。このように，

外部指導者に関する有用な研究報告が複

数なされている。しかし，運動部活動を

とりまく諸課題を見いだし，その詳細に

ついては十分に検討されていない。そこ

で本研究では，半構造化インタビューを

もとに，部活動をとりまく諸課題の中で
図１　本研究の展開
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「うまくいっている」事例に着目し，その抽出概念から効果的指導に関わるカテゴリー

の生成をもとに，相互関係を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ　研究方法

１．事例選定

　上述の課題を検討するために，本論文では静岡市の公立中学校で部活動指導に従事

する教員と外部指導者（以下，外部顧問）を対象に事例分析を行う。静岡市では

2017 年７月，全国に先駆けて部活動の活動日や活動時間を短縮する基準を「静岡市

立中学校部活動ガイドライン」において示した。ただし，このガイドラインは単に練

習時間を短くすることだけを求めるものではなく，効果的・効率的な技術指導ができ

る多様な外部人材との連携を図るための仕組み（研修およびライセンス制度等）につ

いてもあわせて定めている。今回静岡市の事例を取り上げるのは，外部人材との連携

による部活動の短時間化への対応がすでに進められており，取り組みにあたっての課

題をいち早く把握できると考えたからである。

２．調査方法

　この分析のために調査によるデータ収集を行ったが，その概要は以下の通りである。

　⑴　調査対象

　　運動部顧問：教員，外部顧問

　⑵　被調査者の抽出方法

　静岡市教育委員会の協力を得て，男女の比や年齢，指導分野が偏らないよう，以

下の８名を抽出した。

　・静岡市中学校教員　　　　・中学校部活動外部顧問

Ａ：50 代男性　　　　　　　Ｅ：50 代男性

Ｂ：40 代男性　　　　　　　Ｆ：60 代男性

Ｃ：40 代女性　　　　　　　Ｇ：70 代男性

Ｄ：30 代女性　　　　　　　Ｈ：50 代男性

　⑶　調査方法と内容

　面接調査法（１対１の半構造化インタビューにより 60 分程度実施。被調査者の

了解を得て，IC レコーダーを併用）。インタビューガイド（表１）の作成にあたっ

ては，静岡市内の中学校保健体育科教員（男性 40 代）の予備インタビューをもとに，

第一著者（保健体育科教育学）と第二著者（生涯学習・社会教育学），第六著者（ス

ポーツ心理学，臨床心理士）とのブレインストーミングによって作成された。
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　⑷　調査時期および面接場所

日時：2018 年８月 10 日（金）13:00 ～ 14:30（教員），15:30 ～ 17:00（外部顧問）

場所：教員は勤務先，外部顧問は常葉大学静岡草薙キャンパス（静岡県静岡市）

表 1　インタビュー・ガイドの内容

１．部活動の意義について

２．練習の計画について

・ 　活動時間について，工夫点をお聞かせください。

・ 　教養日の設定について，工夫点をお聞かせください。

・ 　専門領域以外の指導計画について，工夫点をお聞かせください。

　　（校内指導者（教員）のみ）

３．役割について

・ 　校内指導者（教員）に何を期待するのか，お聞かせください。

・ 　外部顧問に何を期待するのか，お聞かせください。

・ 　保護者に何を期待するのか，お聞かせください。

４．短時間練習における課題と工夫点について

・ 　環境面について，お聞かせください。（課題と工夫）

・　指導者のネットワークについて，お聞かせください。（課題と工夫）

・ 　技術面について，お聞かせください。（課題と工夫）

５．その他

３．分析方法

　データの分析は，グラウンデッド・セオリー・アプローチ（Grounded Theory 

Approach: 以下，GTA と記す）による検討を行った１。GTA は質的データを体系的に

分析するための手法のひとつであり２，帰納重視の分析による理論の生成を目的として

いる。理論の捉え方や分析手続きによっていくつかのヴァリエーションがあるが３，こ

こでは木下康仁が開発した修正版 GTA（Modified Grounded Theory Approach: 以下，

M-GTA と記す）により検討を行った。

　M-GTA の特長は，（ⅰ）分析ワークシート（表２）を用いて分析を行うため，分

析プロセスが明示化されるところ，（ⅱ）分析結果を図で示し，現象の多様性と因果

関係の複雑性を把握できること，などが挙げられる。

　本研究の M-GTA の主な分析は，先ず，録音されたインタビュー・データの逐語

録から概念を生成し，次に生成した概念と概念との関係を関係図に示し，複数の概念

からなるカテゴリーあるいはサブカテゴリーを生成した。そしてカテゴリー間の因果

関係等を文章化（ストーリーライン）したのちに，結果を図解化する手順（木下，

2003，pp.236-237）に沿って実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　GTA については，木下康仁（2003）グラウンデッド・セオリー・アプローチの実践―質的研究への誘い．

弘文堂，pp.236-237 などを参照。
２　「グラウンデッド・セオリー」Gary R. VandenBos ( 原著 )，繁桝算男・四本裕子 ( 翻訳 ) 『APA 心理学

大辞典』p.218
３　能智正博「質的研究」（下山晴彦ほか編『誠信心理学辞典』新版，誠信書房，2014 年），pp.47-48
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表 2　分析ワークシートの例

概念名 限られた時間 / 日程での調整（11 事例）

定義
限られた時間や日程を調整し，練習をより効率的かつ効果的に展開できるような創

意工夫。

ヴァリエー

ション（具体例）

・　だらだら長時間やっても集中削いじゃうもんで。うん。極力短くって感じですね。

給水明けにもう全員このポジションで，A のポジションからスタートみたいな

感じで。［B 氏］

・　今，短時間で短時間でっていうのが言われているなか，自分でどうやって短時

間にしていくのか，（中略）たぶん１時間今の生徒は持たないんです。［F 氏］

・　体育館が地域のバルーンバレーボール大会だったり，そういうのに結構貸し出

されるので，使えない時があります。日曜日が多いです。そうするとその時は

使えないので外に練習試合を探しに行ったりとか…。［D 氏］

・　特に格技の場合は（練習が）長いことで逆に集中を削いだら怪我の原因にもな

りますので。ここまでやったら終了という形は考えています。［B 氏］

・　週末に普段練習してきたことを１時間くらい見ながら，できていないことを注

意して，あとは週末は４時間くらいできるもんですから，そのときにチームと

してのまとめという形になるのだと思います。［H 氏］

・　やっぱもう時間が限られちゃってるから，やっぱ素早く行動してやるんですけ

ども…。［G 氏］

　　　（５事例省略）

理論的メモ ・　格技では，集団で揃ってやる時間を短めにすることが時間短縮のコツと述べて

いる。しかし，球技はフォーメーションがあるので全員揃っていないとできな

いという現実にも触れている。［B 氏］

・ 　限られた時間を効果的・効率的に活用するために，前半を基本練習に取り組み，

後半をゲーム形式にするなど厳しいところと楽しいところの両方を取り入れて

いると述べている。メリハリをつけることで集中力を切らさないようにしてい

ると読み取れる。［F 氏］

・　外部顧問は，土日の指導が中心になっており，そのため専門的な技術指導を週

末にあてることが多い。しかし，日曜日に体育館を地域へ貸し出すことも多く，

練習場所を確保したいと述べている。［D 氏］

　　　（以下省略）

Ⅲ　結果と考察

　分析の結果，３つのカテゴリーおよびそれに含まれる８個のサブカテゴリー，18

個の概念が生成された。カテゴリー，サブカテゴリー，概念のリスト，および代表的

なヴァリエーションは表３に示す通りである。

１．カテゴリー，サブカテゴリー，概念の概要

　各カテゴリーおよびそれに含まれるサブカテゴリーの概念の概要は以下の通りであ

る。文中の【　　】はカテゴリーを，［　　］はサブカテゴリーを，〈　　〉は概念を

示す。

２．【［A］短時間練習の工夫】の相互関係

　【［A］短時間練習の工夫】は，［充実した練習環境］と［時間の効果的運用］，そし

て［効果的・効率的な取り組み］の３つのサブカテゴリーから成り立っていた。［充

実した練習環境］は，滞りなく練習が実施できる環境の良さを指し〈設備面の充足〉

の概念が挙げられる。［時間の効果的運用］は，〈限られた時間 / 日程での練習〉の
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工夫，部活動以外での練習を意味する〈時間外活動〉，待ち時間を補助トレーニング

などにあてることを指す〈無駄な待ち時間の削減〉の３つの概念が含まれる。［効果的・

効率的な取り組み］は，指導に携わる側のコミュニケーションを指す〈指導者及び外

部顧問ネットワーク〉，短期および中期的な練習計画を指す〈練習計画の工夫〉，成果

を高めていくための指導者の取り組み例などを指す〈効果的練習の秘訣〉，現代の環

境や生徒の実態に即した〈休憩・休息の取り方〉の４つの概念が含まれる。

　サブカテゴリーの［時間の効果的運用］と［効果的・効率的な取り組み］の間には，

一方が効果的な取り組みであるならば，他方も相乗的に効果的なものになるという，

互いに密接な関係が見られた。【［A］短時間練習の工夫】においては，すでに与えら

れた環境の中で，いかに効率よく効果的に練習を行うかというところに重点が置かれ

る。

３．【［B］教員と外部顧問のやりとり】の相互関係

　【［B］教員と外部顧問のやりとり】は，［外部顧問の役割］と［教員の役割］から

成り立っていた。［外部顧問の役割］は，当該種目の専門的な技術指導を指す〈外部

顧問の技術指導〉と外部顧問が日ごろから心がけている取り組みを指す〈教員との兼

ね合い〉の概念が含まれる。［教員の役割］では，教員の立ち位置や存在意義に言及

した〈部活動における教員の存在〉と教員が日ごろから心がけている取り組みを指す

〈外部顧問との兼ね合い〉の概念が含まれる。

　【［B］教員と外部顧問のやりとり】が円滑に行われると，【［A］短時間練習の工夫】

も効果的に行うことができ，さらに【［B］教員と外部顧問のやりとり】も密になる

という良い循環（③）が生まれる。そして，【［B］教員と外部顧問のやりとり】が円

滑に行われることにより部活動そのものの質が向上するという流れが考えられた

（①）。

４．【［C］部活動の質的向上】の相互関係

　【［C］部活動の質的向上】は，［各学校の目標設定］と［保護者への要望］，そして［生

徒自身のデザイン力］から成り立っていた。［各学校の目標設定］は，練習の成果を

存分に発揮し試合に勝つことを指す〈勝つことの意味〉，技術指導を受けたり，精神

面の支えを受けたりすることを指す〈生徒の満足度の充足〉，ひとつのことをやりきる，

やり通すといった〈部活継続の意義〉の概念が含まれる。［保護者への要望］は，部

活動を円滑に進めるための配車等の役割を指す〈保護者の役割〉，当該種目の競技経

験のる保護者による練習支援を指す〈保護者の関わり〉の概念が含まれる。［生徒自

身のデザイン力］は，教員や外部顧問が示した課題や練習内容をもとに自ら工夫して

取り組む〈活動の自主性〉の概念が挙げられる。

　【［C］部活動の質的向上】で各学校にとって望ましい活動の質の向上が生じてくる

ことにより，より良い【［A］短時間練習の工夫】がなされ，さらなる部活動の質の

向上が期待できるという循環が生まれると推察された（①）。また，部活動の質が向

上することにより，【［B］教員と外部顧問のやりとり】も一段階質の上がった状態で

のやり取りが生じ（②），その高まった段階での【［A］短時間練習の工夫】が考案さ
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表
３
　
生
成
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
概
念
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
生
徒
の
発
言
例

カ
テ

ゴ
リ

ー
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
―

概
　

念
定

　
義

ヴ
ァ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ヴ
ァ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

数
理

論
的

メ
モ

数
産

出
者

数

短
時

間
練

習

の
工

夫

時
間

の
効

果

的
運

用

限
ら

れ
た

時
間

/
日

程
で

の
調

整

練
習

を
よ

り
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

展

開
さ

せ
る

た
め

の
時

間
/

日
程

の
調

整
。

今
，

短
時

間
で

短
時

間
で

っ
て

い
う

の
が

言
わ

れ
て

い
る

な
か

，
自

分
で

ど
う

や
っ

て
短

時
間

に
し

て
い

く
の

か
，

（
中

略
）

た
ぶ

ん
１

時
間

今
の

生
徒

は
持

た
な

い
ん

で
す

。［
F

氏
］

11
6

5

時
間

外
活

動
全

体
練

習
と

は
別

に
個

々
で

体
力

や
技

能
を

高
め

る
練

習
等

の
取

り
組

み
。

時
間

が
限

ら
れ

ち
ゃ

っ
て

る
か

ら
，

う
ち

で
も

あ
る

程
度

自
分

な
り

に
工

夫
し

て
体

つ
く

り
っ

て
い

う
の

を
や

ら

せ
る

よ
う

に
し

て
る

し
，

場
合

に
よ

っ
て

は
お

父
さ

ん
や

お
母

さ
ん

と
走

っ
た

り
と

か
…

。［
G

氏
］

3
3

3

無
駄

な
待

ち
時

間
の

削

減

練
習

の
効

率
を

高
め

る
た

め
の

隙
間

時

間
や

空
き

時
間

等
の

効
果

的
運

用
。

ず
っ

と
体

育
館

が
使

え
る

わ
け

で
も

な
い

の
で

外
の

時
間

は
と

に
か

く
走

る
。

中
に

入
っ

た
ら

ば
っ

と
ボ

ー
ル

を

使
っ

て
や

る
と

か
っ

て
感

じ
で

，
時

間
を

無
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に
し

な
い

よ
う

に
や

っ
た

り
し

て
い

ま
す
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C

氏
］

6
6

4

効
果

的
・

効

率
的

な
工

夫

指
導

者
及

び
外

部
顧

問

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

練
習

場
所

や
練

習
時

間
を

調
整

す
る

た

め
の

情
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有

。

５
人

の
顧

問
が
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月
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じ

ゃ
あ

こ
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日
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使
わ

せ
て

」
と

か
，

こ
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日
は

う
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は
練

習
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て

い
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と

い
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場
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る
ん

で
す

よ
。［
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］
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の
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習
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画
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全
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提
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の
方
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に
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け
る

日
が
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に
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日

程
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か
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い
も

の
で

す
か

ら
，

メ
ニ

ュ
ー

を
２

つ
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つ
考

え
て

今
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は
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近

い
の

で
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ニ
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っ

て
く

だ
さ

い
と

，
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な
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と

き
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こ
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を
考

え
て
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し
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ま

す
。［
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氏

］
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8
6
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果

的
練
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教
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部
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取
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い
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効
果

的
な

練
習
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。

時
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が
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さ
れ

な
い

の
で
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つ
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り

分
解

し
た
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の
パ

ー
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を
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よ

う
に
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で
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，

そ
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で
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う
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え

方
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僕
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い
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7
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憩

・
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憩
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で
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E

氏
］

7
7

4

充
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し
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練
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備

面
の
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実

当
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で
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。
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女
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バ
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と
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子

バ
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ー
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か
使
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な

い
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で
。［

H
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］

う
ち

の
場

合
，

男
女

と
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に
２

面
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ま
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。［
F
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］

6
4

4

教
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と
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顧
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の
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術
指

導
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目
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門

家
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。

技
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指
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と
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外
部
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が
積

極
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だ

さ
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て
，

そ
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こ
保

護
者

も
望

ん
で

い
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の
で

大
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助
け
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た
だ

き
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い
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て
い

う
と
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で
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。［

C
氏

］
7

6
4

教
員

と
の

兼
ね

合
い

外
部

顧
問

の
教

員
に

対
す

る
働

き
か

け

や
日

常
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
。

出
す

ぎ
る

の
も

失
礼

か
と

思
い

ま
す

の
で

，
そ

こ
は

年
の

最
初

に
こ

う
い

う
こ

と
に

関
し

て
は

や
ら

せ
て

も
ら

い

ま
す

と
い

う
こ

と
を

，
お

互
い

話
し

て
い

ま
す
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H

氏
］

10
7

4

教
員

の
役

割

部
活

動
に

お
け

る
教
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の
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在

円
滑

に
そ

し
て

成
果

を
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め
る

た
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の
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員

の
立
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。

専
門

は
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か
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と
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え
ず

安
全

面
と

い
う

か
，

こ
う

全
体
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に

，
こ

う
自
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に

で
き

る
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う
に

采
配

を
し

て

欲
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い
っ

て
い

う
子

ど
も

の
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で
意
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が

あ
る

か
も
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れ

な
い
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も
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う
か

も
し

れ
な
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B
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］
］

4
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3

外
部

顧
問

と
の

兼
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い

教
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の
外

部
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に
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る
働

き
か

け
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外
部
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は
見
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こ
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い
う

練
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を
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て
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る
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だ
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す
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D
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］
11
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4

部
活

動
の

質
的

向
上

各
学
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目
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設
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意
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動
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で
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る

勝
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い

て
。
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に
向
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て
何
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力
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る
。
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の

こ
と

自
体

に
意
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が

あ
る

と
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え
て

い
ま

す
。

で
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ら

結
果
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は

な

く
プ
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ス
に

意
味

が
あ

っ
て

正
直

種
目
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も

い
い

ん
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す
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3
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徒

の
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足
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の
充
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生

徒
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目
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い
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…
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っ
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A
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活
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が
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る
。［

D
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］
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8
4

保
護
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望
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割
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支
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た
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に
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ま

ざ
ま
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局

面
で

支
援

す
る

体
制

づ
く
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。

練
習

試
合

と
か

で
出

て
行

く
と

き
の

配
車

を
お

願
い

し
た

り
だ

と
か

…
。［

C
氏

］

い
ろ

い
ろ

な
意

味
で

子
ど

も
と

も
っ

と
接

し
て

熱
く

な
っ

て
欲

し
い

っ
て

。
３

年
間

な
い

で
す

か
ら

。［
E

氏
］

5
4

4

保
護

者
の

関
わ

り
教

員
や

外
部

顧
問

と
の

よ
い

関
係

を
保

つ
た

め
の

考
え

方
。

O
B

の
方

，
保

護
者

の
方

と
一

緒
に

練
習

メ
ニ

ュ
ー

を
考

え
な

が
ら

こ
う

い
っ

た
も

の
が

有
効

な
ん

じ
ゃ

な
い

か

と
か

言
い

な
が

ら
や

る
こ

と
は

多
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。［

B
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］
3

3
3

生
徒

の

デ
ザ
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ン

力
活

動
の

自
主

性
自

主
的

に
自
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の

能
力

を
高

め
よ

う
と

取
り
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む

こ
と

の
重

要
性

強
く

な
り

た
い

っ
て

望
む

の
は

本
人

た
ち

に
は

良
い

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。［
A

氏
］

5
5

2
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図 2　生成されたカテゴリー，サブカテゴリー，概念の関係図
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れる（③）という循環が生じるものと考えられた。

５．予想される関係性

　本研究では，ヴァリエーションとしての出現が認められなかったが，教員・外部顧

問・生徒・保護者の四者間の関係が密であれば，【［C］部活動の質的向上】はより高

いものとなることが予想された。

Ⅳ　結論

　本研究では，「中学校運動部活動の効果的指導の取り組みに関する研究：静岡市運

動部活動顧問へのインタビュー調査をもとに（Ⅰ）」として以下のことが明らかになっ

た。

１）中学校運動部活動の効果的指導の取り組みを分析した結果，【［A］短時間練習

の工夫】【［B］教員と外部顧問のやりとり】【［C］部活動の質的向上】の３つ

のカテゴリーが生成された。

２）中学校運動部活動の効果的指導として，【［A］短時間練習の工夫】を試みるこ

とは，【［C］部活動の質的向上】に関連し，また，部活動の質が向上すること

により，役割を明確にした【［B］教員と外部顧問のやりとり】につながり，

その綿密な打ち合わせは更なる【［A］短時間練習の工夫】を導きだすという

循環があることが明らかになった。

　2018（平成 30）年２月に静岡市の部活動ガイドラインが示され，2019（平成 31）

年８月の全面実施に向けて準備が進められている。限られた時間をいかに有効活用し

ていくのかを教員および外部顧問のインタビュー調査から検証した。そこでは，環境

面の課題，練習時間の問題や課題，情報共有のできる人間関係の構築，生徒の意欲の

引き出し，保護者との関係など，生徒の成長を支えるため支援や環境整備が重要であ

ることが示唆された。また，当該種目の指導経験がなくとも，教員と外部顧問の連携

を図り，指導体制を明確化させることが生徒の満足度の充足に関係するという結果が

得られた。

　最後に研究の限界に触れ，今後の研究の展望について述べておきたい。

　本研究のモデル図に示されたカテゴリー，サブカテゴリー，概念の動きは領域の異

なる研究者間のトライアンギュレーションにより相互関係を示したものである。各カ

テゴリーは，８名の類似のヴァリエーションから生成されたものであり，それ故，個

人を特定したものではない。今後，個人的背景の詳細な分析を加えたり，対象者を増

やして量的な検証を加えたりすることで，新たな知見が得られるものと考えられる。

また，本研究では，語りのヴァリエーションからプラスの側面（うまくいっている）

に着目し分析を試みたが，今後はマイナスの側面（うまくいっていない）の検証を加

えていくことが必要であろう。
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